Shinjidai ni okeru Betonamu no Nihon kenkyū by ファン ハイ・リン
新時代におけるベトナムの日本研究









































われた。そして、1973 年 1 月にパリ和平協定が結ばれ、アメリカは軍を撤退す




の要人往来は、ヴォ・ヴァン・キェット首相の 1993 年 3 月の公式実務訪問賓
客としての訪日と、村山富市首相の 1994 年 8 月の訪越をきっかけとしてその
後頻繁となり、1993 年から 2013 年までの 20 年間、日本からは 19 回、ベトナ
ムからは 36 回も行われた 1。2001 年の局長級の外交・防衛当局間会議、防衛当
局間会議から始まった両国間協議も定例化されている。2002 年 10 月の日越首
脳会談で両国の関係が「パートナーシップ」との言葉で表明され、2006 年 10
月には初めて「戦略的パートナーシップ」と明示された。2010 年 12 月からは、
外務・防衛次官級の「戦略的パートナーシップ対話」が年次開催されるように





は 1999 年 9 月に開始されたが、2003 年 11 月には投資の自由化・保護・促進
に関する協定が調印され、翌年に発効となった。現在、日本はベトナムにとっ
て ODA の最大ドナー国であり、2012 年の海外直接投資は、実行額ベースでも





貿易パートナーでもある。ベトナムは 2006 年以降、日本の対外 ODA 供与相
手として 1 位もしくは 2 位の座を占めている。1990 年代に官民双方が参加可
能になる二国間協議が始まった。2007 年 5 月には両国外相の共同議長によっ
て、関係省庁の幹部が参加する「日越協力委員会」が開催された。「競争力強
化のための投資環境整備に関する日越共同イニシアティブ」が、官民双方が参
加する体制で 2003 年 4 月に発足し、2012 年 11 月に第 4 フェーズを終了した。






て 2008 年と 2013 年に、日越友好音楽祭、ベトナムの「日本フェスティバル」、
日本の「ベトナムフェスティバル」など、年間を通じて多くの記念行事が行わ
れた。2012 年には、日本に滞在する留学生数のうち、ベトナムが第 4 位となっ
ている。また、日本人の海外渡航先の 2010 年のランキングによると、ベトナ
ムは世界全体で 12 位、東アジアで 7 位である。





























交樹立 40 周年記念国際シンポジウム」ハノイ、2013 年）。
 1998 年 2003 年 2006 年 2009 年
■学習者数 10,106 18,029 29,982 44,272
■講師数 300 558 1,037 1,565


























るようになった。1973 年から現在までの 40 年間は、下記のように 1973 ～ 93 年、
1993 ～ 2003 年、2003 年以降という三つの発展段階に分けることができる。
表 3　ベトナムにおける日本研究の変遷と特徴（1973 〜 2013）
期間 日本研究 研究者の育成














1993 ～ 2003 ［研究機関］


























































者が 65 名いるが、40 代以下の若手研究者が 31 名で、約 47.69 % を占めている。
研究者の専攻分野をみると、表 4 のとおり、一番多い分野が日系企業包含の日
本経済で、18 名（27.69%）もいる。続いて、日本歴史（13 名、20%）、文化（11 名、
16.92%）、文学（8 名、12.3%）、外交関係（5 名、7.69%）、政治（3 名、4.62%）、
社会（3 名、4.62%）、環境（2 名、3.08%）と法律（2 名、3.08%）の順である。
表 4　分野別の日本研究者数 5
2005 年実施の調査によると、1990 年代から 2004 年までの間にベトナムの研
究誌に発表された日本研究論文の総数は 730 にも及んだ。分野別にみると、日・
越関係 が第一位で、117 (16.03%）。続いて、文化 ･ 芸術、外交 は 104 （14.25%）、
政治・社会 は 101（13.83%）、経済は 88（12.05%）、一般的なテーマ は 73（10%）、
歴史・思想は 72（9.86%）、科学・教育は 24（3.29%）、金融・財政は 24（3.29%）、
貿易 は 14（1.92%）という順である。 
5 表４は、国際交流基金が 2008 年に刊行した Japanese Studies in South and Southeast Asia: 




















































































































































Japanese Studies in South and Southeast Asia: Directory of Japan Specialists and 
Japanese Studies Institutions in South and Southeast Asia. Japanese Studies Series 
XXXVIII. Japan Foundation, 2008.
白石昌也「日越戦略的パートナーシップ : その経緯と展望」、ベトナム国家大学
ハノイ校人文社会科学大学主催「越日国交樹立 40 周年記念国際シンポジ
ウム」、2013 年。
